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NITS・教職大学院等 

コラボ研修プログラム 

支援事業報告書 

 

実施機関名・連携機関名 
国立大学法人秋田大学教職大学院 共催:教育文化学部附属教職高度化センター 
後援:秋田県教育委員会，秋田市教育委員会 
テーマ：「令和の日本型学校教育」の推進 
     －個別最適な学びと協働的な学びとの一体的な充実を図る－ 

研修等名：【NITS・秋田大学教職大学院コラボ研修】 
第 13回あきたの教師力高度化フォーラム 
本フォーラムは新コロナウィルス対応のため全面オンラインで実施 

開催日時：令和 4年 2月 19日（土）12時 40分～16時 05分 
開催場所：秋田大学（秋田県秋田市手形学園町１―１） 
参加人数（総数）と参加者の属性：(122人)県内 35人県外 28人学内 59人 

内容︓＜講演＞独立行政法人教職員支援機構理事長 荒瀬克己氏 
＜シンポジウム＞シンポジスト：秋田県教育庁教育次長 石川政昭氏・宮崎大学副学長 新地辰朗
氏・秋田大学教職大学院特別教授 阿部昇氏(兼コーディネーター)、コメンテーター：荒瀬克己氏 

・基調講演「一人ひとりの子どもを主語にする学校教育をめざして」。初めに、「幸福に生きるために学ぶ」「学ぶこ
とは、生きることにつながっている」と話された。そして、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう「知識・技能、思
考力等、態度」の育成が必要であり、子どもに必要な力は大人にとっても必要な力。教育は内発を促す外発で
ある。「出会う・知る」から「気づく」に、「気づく」から「問う」に、「学び」を始めると考える。 
・１「新学習指導要領の基本的な考え方」、２「教育課程～学習指導要領「前文」から…自己肯定感」、３
「カリキュラム・マネジメントとしてコミュニケーションと教師の学び」について話された。以下キーワードを記す。子ども
が学び学び合う学校、教職員が学び学び合う学校、教育課程は 5 つのことができるようにするために各学校にお
いて組織的・計画的に組み立てるもの、評価は子どもたちへの応援でなければ、自己肯定感を養えているか？
「目標－現状＝課題」、RPDCA：現状の把握・分析・共有から、組織としてのメタ認知は共有・共感・協働を
培うコミュニケーションで、教職員間のコミュニケーションの成立条件。多くのことに立ち止まって考える機会を得た。 
・個別最適な学びと協働的な学びを「一体的に充実する」ことについて 3 名が提言され、コメンテーターの論点整
理ののち、登壇者で意見を交わした。新地氏は学びを深化・転換させる授業に向けて、新たな学習環境とメディ
ア活用の創意工夫の２点を挙げ考えを述べた。石川氏は秋田の探究型授業の基本プロセスを基に、個別最適
な学びと協働的な学びを構造的に組み込むこととの必要性を述べた。阿部氏は個別最適な学びと協働的な学
びの「一体的な充実」について、「わかりにくさとその克服」と題して考えを述べた。阿部氏の刺激的な問いかけが
登壇者ひいては参会者自らの「問い」を表出させ、活発な意見交換へとつながった。以下キーワードを記す。自分
事、選択、記録、問いから始まる・問いの質の精選、省察、構造的に組み立てる力量こそ教師に求められる。 

成果︓事後アンケートに 71人回答。「とても満足」56人,「どちらかというと満足」14人等。以下自由記述より。 

・個別最適な学びと協働的な学びを行き来する、あるいは組み込むといった表現が分かりやすく、単元や授業構
想のイメージを少しもつことができました。「時代に合わせた教育の変化の時期」としてＩＣＴの効果的な活用を
含め、「教育の不易と流行」を見定めながら、更に自己研鑽を積みたいと思います。 
・他のシンポジウムにおいて、当たり障りのない議論が多い中、阿部先生の鋭い切り口やご質問によって、参会者
が聞きたいことに迫っていただけたところに満足感がありました。授業においても、教職員の組織開発においても、
「動きを生み出す問い」の重要性を感じました。 

アイディアや工夫したこと︓ 

・令和 3年 1月の「令和の日本型学校教育の構築を目指して」（答申）に携わった独立行政法人教職員支
援機構理事長荒瀬克己氏による講演から答申が意味する本質学び取ろうとしたこと。「チャットでドン」の活用。 
・個別最適な学びと協働的な学びとの一体的な充実について、シンポジスト兼コーディネーターを務める阿部氏か
らの「参会者の疑問に合致した問題・課題」の提起による本質（本音）をぶつけ合うシンポジウム。 
・講演とシンポジストの提言を基にした「3名のシンポジストとコメンテーターの 4名によるディスカッション」と「参会者
との質疑応答」の重視とその活発化。講演で「チャットでドン」、シンポジウムは「チャットでどんどん」でつながりを。 
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」、「ICT の活用」の視点を絡めながらのシンポジウムを目指したこと。 



 

講演講師・コメンテーター：NITS理事長 荒瀬克己 
 

 シンポジスト：秋田県教育庁教育次長 石川政昭 
 

   シンポジスト：宮崎大学副学長 新地辰朗 
 

シンポジウムにおける討論の様子（右上はシンポジスト兼コーディネーター 
の秋田大学 阿部昇） 

 
                                                パンフレット 




